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＜連絡事項＞
・本日看護グループ研修(講師：上野JGM、テーマ：合併症・身体の管理)があります。時間や開催場所は各自WIZ掲示板を確認して参加して下さい。
＜患者様連絡事項＞
・高屋敷　良子様～主治医より点滴は本日分2本と2/20分の2日分処方。経管栄養止め、内服は継続の指示。
・中居　松男様～主治医よりエンシュアリキッドは7日分処方(2/19朝～2/25夕迄)。
・金澤　貫蔵様～持参薬(市民病院処方)本日夕分で処方切れあり、午後主治医不在の為、田名部Drより1日分(2/20分)処方して頂く。明日主治医へ報告・以後の処方について指示受けしていく。
・西舘　力哉様～治験薬本日朝分で処方切れあり、主治医へ報告し、2日分処方(2/19夕～2/21朝迄)。又、不眠時IFオーダー追加・不眠時ハルラック(0.25)1T　1×不眠時　2回分処方。
・菅野　勝利様～栄養スタッフより現在腎臓病食(1800㎉)だが、栄養状態の改善の為、高カロリーゼリーを2回/日(10時・15時)で提供予定となる。
・吉島　知寿子様～臨時薬のリボトリールは本日夕分で処方切れあり、主治医へ報告し、7日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・藤井　崇史様～終日隔離中。自室で落ち着いて過ごしており、対応時の不穏、興奮もない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・袴田　将志様～20時～6時の時間隔離中。余暇は自室で臥床し過ごしている。対応時の妄想言動もない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。スタッフに対して「あいつはシャブをやっている」等の妄想言動あるも、対応時の興奮はない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。断続的にドア蹴りあり、開放時も他者への付き纏見られ適宜介入。入室への拒否もありスタッフ2名で対応している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～20時～6時の時間隔離中。私物に関しての要求はあるが過度とはならず。衝動行為もない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～両上肢のみ身体拘束中。体動無し。声掛けには唸って反応している。痰鳴・呼吸苦無し。バイタル異常・酸素飽和濃度低下無し。褥瘡は悪化傾向(創部からの出血あり)。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・高屋敷　良子様～両上肢のみ身体拘束中。痰鳴頻回であり、都度吸引施行。活気無く、独語無し。傾眠がちで経過。バイタル異常・酸素飽和濃度低下無し(酸素3L流入中)。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ19:00～8:00身体拘束中。ベッド上で両下肢を上げる運動をしている。危険行為は無い。食事は1/2程の摂取。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～体温38.3～38.8℃、クーリングで対応。食事は各食1/2程摂取。家族面会にて補食摂取している。疼痛等の訴えは無いが、活気は無い。
・矢崎　清三様～バイタルサイン異常、酸素飽和度の低下なし。消化器症状もなく静かに臥床している。
・下村　慶子様～点滴の刺入・キープ困難さあり。刺入部の発赤・腫脹あり。本人は夫様と相談し、病院を変えたいとの訴え聞かれている。指示の経管栄養は嘔気・嘔吐等の腹部症状無く実施できている。
＜馬渡Dr患者様診察情報＞
・熊谷　樹里様～臨時薬同内容で7日分処方。
・泉山　紀子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・伊藤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方。
・松田　善治様～臨時薬同内容で7日分処方。
・小笠原　聖八様～バルプロサン(200)2T　2×朝夕追加となり、他同内容で7日分
　　　　　　　　　処方。
・藤島　孝光様～臨時薬同内容で7日分処方。退院支援進めるよう指示あり。
・佐藤　光子様～血圧高値続いている為、バルサルタンОＤ錠(120)→(160)に増量と
　　　　　　　　なり、他同内容で7日分処方。
・祐川　淳様～ロラゼパム(3)→(1.5)に減量、他同内容で7日分処方。
・見付　幸一様～臨時薬同内容で7日分処方。経口摂取促すようにとの事。
・矢崎　清美様～臨時薬同内容で7日分処方。本日夕から食事再開、明日より

　　　　　　　　点滴2本で3日分処方。
＜入院患者様情報＞
日　　時：H31.2.19　14:14　

　氏    名：佐美　福蔵(さみ　ふくぞう)様

  生年月日：昭和16年1月30日　78歳

  病    名：血管性認知症

  性    別：男性

  病　　棟：東病棟Cユニット4号室

  主 治 医：馬渡Dr

  入院形態：医療保護入院

（経緯）

　現在岸原病院入院中。

　H30年5月、バイクで転倒し鎖骨骨折を受傷し手術が行われている。その後には慢性硬膜下血腫も発症し、日赤病院での手術が行われている。その後も硬膜下血腫を再発症し、H30年12月頃から物事の指示が入らなくなり、急に怒り始めるなどの状態も見られ始めていた。エスカレートした時には職員を追い掛け回し、首を絞めようとする行動もあった。

　認知症専門治療の必要性から、H31年2月19日当院初診し、主治医診察にて14:14東病棟Cユニット4号室へ医療保護入院となる。
【備考】
・LTセットBプラン・オムツ①
